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２
０
１
４
年
度
校
友
会
定

時
総
会
が
７
月
１２
日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、

校
友
や
招
待
者
、
大
学
関
係

者
ら
約
３
０
０
人
が
懐
か
し

い
顔
を
合
わ
せ
、
親
交
を
深

め
た
。

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

日
髙
治
子
さ
ん
（
平
１１
経

営
）
の
司
会
で
開
会
。
物
故

者
へ
の
黙
と
う
に
続
き
、
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
甘
竹
秀
雄

会
長
は
「
２
０
１
９
年
に
創

立
１
４
０
年
を
迎
え
る
専
修

大
学
発
展
の
た
め
、
校
友
の

力
を
結
集
し
て
い
き
た
い
。

今
後
と
も
ご
協
力
と
ご
支
援

を
」
と
呼
び
か
け
た
。

日
髙
義
博
理
事
長
は
、
新

築
の
神
田
５
号
館
を
は
じ
め

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を

紹
介
し
た
あ
と
、
「
１８
歳
人

口
は
減
少
し
て
い
く
が
、
歴

史
と
伝
統
あ
る
専
修
大
学
に

は
高
等
教
育
を
展
開
す
る
責

務
が
あ
る
」
と
強
調
。
矢
野

建
一
学
長
は
、
教
員
の
文
部

科
学
省
へ
の
科
学
研
究
費
申

請
の
採
択
率
が
全
大
学
中
１０

位
（
国
公
立
大
学
を
含
む
）

と
健
闘
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
挙
げ
「
研
究
で
も
学
業
で

も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
存
在
感
を

高
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。石

巻
専
修
大
学
の
坂
田
隆

学
長
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
の
支
援
に
謝
辞
を
述
べ
、

専
修
大
学
と
の
交
流
が
多
方

面
で
進
ん
で
い
る
こ
と
を
説

明
。
「
オ
ー
ル
専
修
の
一
員

と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

続
い
て
水
﨑
保
男
総
務
部

長
（
昭
４４
法
）
か
ら
代
議
員

会
の
報
告
が
行
わ
れ
、
懇
談

会
に
。
髙
野
雅
夫
育
友
会
長

の
発
声
で
乾
杯
し
、
３
月
に

真
打
ち
に
昇
進
し
た
講
談
師

の
桃
川
鶴
丸
（
本
名
・
田
中

伸
明
∥
平
４
文
）
師
匠
や
、

体
育
会
表
彰
で
最
優
秀
選
手

賞
を
受
け
た
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
部
の
近
藤
太
郎
選
手

（
経
営
２
）
ら
が
紹
介
さ
れ

る
と
、
参
加
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

専
修
大
学
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
全
学
応
援

団
（
リ
ー
ダ
ー
部
、
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
部
、
吹
奏
楽
部
）
の

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
公
開
で
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

校
歌
の
斉
唱
で
母
校
へ
の
思

い
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

第
６６
回
毎
日
書
道
展
（
毎

日
新
聞
社
・
毎
日
書
道
会
主

催
）
で
、
専
大
の
卒
業
生
３

人
が
入
賞
し
た
。

「
大
字
書
」
の
部
で
井
坪

大
喜
さ
ん（
平
２２
経
済
）、「
漢

字
」
の
部
で
野
口
恵
美
さ
ん

（
平
２３
文
）
が
秀
作
に
輝
い

た
。
さ
ら
に
河
瀬
雄
太
郎
さ

ん
（
平
２４
商
）
は
「
大
字
書
」

の
部
で
佳
作
に
入
っ
た
。
３

人
は
い
ず
れ
も
在
学
中
、
書

道
研
究
会
に
所
属
。
顧
問
の

仲
川
恭
司
文
学
部
教
授
か
ら

指
導
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
文
学
部
非
常
勤
講
師
の

山
本
秦
鼎
さ
ん
は
「
漢
字
」

の
部
で
同
展
会
員
の
最
高
賞

に
あ
た
る
会
員
賞
に
選
ば
れ

た
。毎

日
書
道
展
は
、
応
募
点

数
が
３
万
点
を
超
え
る
国
内

最
大
規
模
の
公
募
書
道
展
。

伝
統
の
書
か
ら
最
先
端
の
現

代
書
ま
で
、
７
分
野
９
部
門

が
結
集
し
て
い
る
。

毎
日
書
道
展
東
京
展
（
東

京
都
美
術
館
と
国
立
新
美
術

館
）
は
８
月
３
日
で
終
了
。

そ
の
後
全
国
９
都
市
で
、
順

次
開
催
さ
れ
る
。

戦
争
と
外
邦
図

菊
地
正
浩
著

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
旅
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
菊
地
正
浩
さ
ん
（
平
１７

法
）
の
４
冊
目
の
著
作
。
自

ら
の
戦
争
体
験
を
つ
づ
っ
た

前
著
『
地
図
で
読
む
東
京
大

空
襲
』
に
続
き
、
今
作
で
は

筆
者
が
所
蔵
す
る
カ
ラ
ー
の

外
邦
図
（
旧
日
本
陸
軍
が
作

成
し
た
外
地
や
占
領
地
域
の

地
図
）
２０
葉
と
、
現
地
取
材

を
踏
ま
え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

の
戦
い
を
再
現
し
た
。

ま
た
、
ル
ソ
ン
島
北
部
の

戦
い
で
父
を
亡
く
し
た
体
験

を
持
つ
筆
者
が
、
地
図
と
戦

争
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察

も
著
述
。
「
現
在
、
わ
が
国

は
地
図
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
立

場
に
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）

こ
れ
か
ら
は
地
図
の
平
和
利

用
に
一
段
と
協
力
し
て
い
っ

て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
外
邦
図

や
兵
要
地
誌
を
一
生
懸
命
作

製
し
た
先
人
た
ち
へ
の
は
な

む
け
に
な
る
の
だ
と
思
う
」

（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
と

結
ん
で
い
る
。
（
草
思
社
・

本
体
２
４
０
０
円
＋
税
）

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
大
活

躍
！

お
も
し
ろ
英
語
マ
テ

リ
ア
ル
傑
作
選

吉
田
文
典
著

こ
れ
ま
で
に
も
「
英
語
パ

ズ
ル
・
雑
学
教
材
シ
リ
ー

ズ
」
な
ど
、
生
徒
を
英
語
好

き
に
さ
せ
る
た
め
の
教
材
を

出
版
し
て
き
た
吉
田
文
典
さ

ん
（
昭
６１
文
∥
神
奈
川
県
立

伊
志
田
高
校
教
諭
）
の
最
新

作
『
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も

大
活
躍
！

お
も
し
ろ
英
語

マ
テ
リ
ア
ル
傑
作
選
』
が
こ

の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
は
、
授
業
の
導
入
時

や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
時
の
わ
ず

か
な
ス
キ
マ
時
間
に
、
板
書

や
口
頭
で
実
施
で
き
る
ク
イ

ズ
形
式
中
心
の
教
材
（
マ
テ

リ
ア
ル
）
集
で
あ
る
。
「
英

単
語
の
つ
づ
り
」「
カ
タ
カ
ナ

語
」「
音
声
」「
漢
字
」「
略
語
」

「
英
文
」な
ど
１
２
６
項
目
に

テ
ー
マ
が
分
類
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
知
識
を
問
う
ク
イ
ズ

が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
「
英
語
の
相
性
占
い
」

「
英
語
の
回
文
」
「
英
語
の

早
口
言
葉
」
「
英
語
の
こ
と

わ
ざ
」
な
ど
、
ク
イ
ズ
以
外

の
内
容
も
数
多
く
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
英
語
教
育
に
携
わ

る
方
に
は
必
携
の
一
冊
だ
。

（
明
治
図
書
・
本
体
１
７
６
０

円
＋
税
）

創
立
１
４
０
年
、
そ
し
て
１
５

０
年
に
向
け
て
、
専
修
大
学
が
さ

ら
な
る
躍
進
を
続
け
る
た
め
に
、

「
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
」

に
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

賜
り
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
左
記
の

目
的
の
た
め
に
、
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１

専
修
大
学
神
田
・
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
教
育
施
設
設
備
の
整

備
拡
充
―
創
立
１
４
０
年
に
向
け

た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
拡
充
―

学
生
の
可
能
性
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
に
、

新
た
な
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

２

石
巻
専
修
大
学
学
生
の
教

育
支
援

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
学

ぶ
石
巻
専
修
大
学
学
生
の
居
住
環

境
（
学
生
寮
）
を
整
備
し
ま
す
。

３

教
育
研
究
の
充
実

２
０
１
４
年
度
よ
り
新
た
な

「
学
士
課
程
教
育
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

４

奨
学
金
制
度
の
充
実

学
術
研
究
の
奨
励
を
趣
旨
と
し

た
「
学
術
奨
学
生
」
や
、
経
済
援

助
を
行
う
「
災
害
見
舞
奨
学
生
」

な
ど
、
専
修
大
学
と
石
巻
専
修
大

学
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
独
自
の

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、
数

多
く
の
学
生
が
奨
学
生
と
し
て
勉

学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

５

学
生
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振

興
１４
年
度
は
学
生
ス
ポ
ー
ツ
が
更

に
活
発
化
す
る
よ
う
施
設
面
の
充

実
の
み
な
ら
ず
、
学
生
の
栄
養
管

理
面
な
ど
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

６

そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
教
育
研
究

環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
教

育
の
質
的
向
上
を
図
り
ま
す
。

寄
付
金
の
お
申
し
込
み
、
お
問

い
合
わ
せ
は
専
修
大
学
募
金
局

（
☎
０３
・
３
２
６
５
・
３
１
５

７
）へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
相
模
原
・
町
田
支
部
合
同

納
涼
懇
親
の
夕
べ
〉

▽
８
月
２２
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
小
田
急
線
相
模
大
野
駅

直
結
「
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
」

渋

谷
隆
宏
氏
☎
０
４
２
・
７
４

４
・
４
８
６
５

〈
北
九
州
支
部
総
会
〉

▽
８
月
２３
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
直
結

「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小

倉
」

前
原
康
史
☎
０
９
０

・
３
３
２
８
・
０
４
１
８

〈
岩
手
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
８
月
３０
日
（
土
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
水
沢
駅
か
ら
車
５

分
「
水
沢

翠
明
荘
」

高

橋
一
男
氏
☎
０
１
９
７
・
２３

・
３
３
８
６

〈
鹿
児
島
県
支
部
総
会
〉

▽
８
月
３１
日
（
日
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央

駅
か
ら
車
５
分
「
ホ
テ
ル
・

レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島
」

郷

之
原
茂
樹
氏
☎
０
９
０
・
８

３
９
３
・
４
５
９
６

〈
北
海
道
庁
鳳
会
総
会
〉

▽
９
月
３
日
（
水
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら

車
１０
分
「
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ

ー
ト
札
幌
」

齊
藤
浩
郎
氏

☎
０
１
１
・
２
３
１
・
４
１

１
１
（
北
海
道
経
済
部
産
業

振
興
局
産
業
振
興
課
内
）

〈
福
岡
支
部
総
会
〉

▽
９
月
５
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
か
ら

車
１０
分
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
博
多
」

真
鍋
秀
泰

氏
☎
０
９
０
・
７
４
６
６
・

８
３
２
６

〈
大
分
県
支
部
総
会
〉

▽
９
月
６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
テ
ル
」

高
山
浩
一
郎
氏

☎
０
９
０
・
４
４
８
１
・
０

０
２
０

〈
４９
会
総
会
〉

▽
９
月
１９
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
都
営
新
宿
線
小
川
町
駅

か
ら
徒
歩
３
分
「
南
部
ど
り

は
な
れ
」

湯
浅
敏
明
氏
☎

０３
・
３
２
６
５
・
６
２
１
８

（
専
修
大
学
秘
書
課
内
）

◇
旭
日
小
綬
章

篠
塚

英
雄
氏
（
昭
４２
経
済

∥
地
方
自
治
功
労
）

石
田
満
氏
（
い
し
だ
・
み

つ
る
∥
昭
５３
法
）
㈱
銚
子
丸

の
社
長
に
８
月
７
日
付
で
就

任
。
本
社
∥
千
葉
県
。
回
転

ず
し
チ
ェ
ー
ン
「
す
し
銚
子

丸
」
を
首
都
圏
で
展
開
。

無
料
法
律
相
談
会

校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」
（
後

援
∥
校
友
会
、
今
村
法
律
研

究
室
）
の
９
月
以
降
の
開
催

予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

相
談
に
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
今
村
記
念
法
律
事
務
所

（
☎
０
３
・
３
２
６
４
・
１

７
２
１
）
ま
で
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
１
階
「
今
村
記
念
法

律
事
務
所
」

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９
時

３０
分

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

▽
９
月
１７
日
▽
１０
月
１５
日

▽
１１
月
１２
日
▽
１２
月
１７
日

▽
１
月
１４
日
▽
２
月
１８
日

▽
３
月
１８
日

第
３０
回
校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ

ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会

▽
開
催
日
∥
１０
月

１０

日

（
金
）
▽
場
所
∥
茨
城
県
笠

間
市
「
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
▽
募
集
人
数

∥
１
０
０
人
（
２５
組
）
先
着

順
▽
申
込
期
限
∥
９
月
５
日

（
金
）
必
着

第
１３
回
校
友
会
ア
ド
ニ
ス
カ

ッ
プ
沖
縄
ゴ
ル
フ
大
会

▽
開
催
日
∥
１１
月

２７

日

（
木
）
▽
場
所
∥
沖
縄
県
う

る
ま
市
「
沖
縄
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
」
▽
募
集
人
数

∥
１
０
０
人
（
２５
組
）
先
着

順
▽
申
込
期
限
∥
１０
月
２７
日

（
月
）
必
着

※
両
大
会
の
問
い
合
わ
せ
は

校
友
会
事
務
局
（
☎
０
３
・

３
２
６
５
・
７
５
７
９
）
ま

で
。

＜校友＞

母校への思い語り合う

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

▲ 多くの校友でにぎわう会場

２０１４ 校友会定時総会

■

■

「
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
」

▲ 矢野学長

みなさまのご支援、ご協力をお願いします

▲ 日髙理事長

�

あ
い
さ
つ
す
る
甘
竹
校
友
会
長

�

講
談
師
の
桃
川
鶴
丸
さ
ん

�

全
学
応
援
団
の
エ
ー
ル

校
友
３
人
が
入
賞
第
６６
回
毎
日
書
道
展
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